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建設経済分科会 次第 

 

日時：2021 年３月 26 日(金) 本会議休憩中 

場所：第３委員会室 

 

１ 開  会 

 

２ 分科会長あいさつ 

 

３ 協議事項 

 ⑴ 分担案件の審査について 

  ア 分科会審査 

   (ｱ) 第 51 号議案 令和２年度豊岡市一般会計補正予算（第 27 号） 

   (ｲ) 第 52 号議案 令和３年度豊岡市一般会計補正予算（第２号） 

 

 

 ⑵ 意見・要望のまとめについて 

  ア 分科会意見・要望のまとめ 

 

 

４ その他 

 

 

５ 閉  会 
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午前１１時４２分開会 

○分科会長（福田 嗣久） ただいまから建設経済分

科会を開会いたします。 

 協議事項、分担案件の審査に入ります。 

 スムーズな議事進行に格別のご協力をお願い申

し上げます。 

 それでは、第５１号議案、令和２年度豊岡市一般

会計補正予算（第２７号）を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 谷口課長。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 補正予算第２７号の説

明をさせていただきたいと思いますが、お手元の資

料の２７号の概要というペーパーで説明させてい

ただきたいと思います。 

 内容につきましては、議場で小林部参事が説明し

たとおりでござい……（「政策調整部長」と呼ぶ者

あり）はい、政策調整部長が説明したとおりでござ

います。 

 改めて、補正予算に、９月の補正予算でお認めい

ただきまして、安定したスキー場経営のためにとい

うところで、造雪機の導入に対する補助を県に随伴

をして決定をいたしました。概算払いもしておった

んですけれども、このコロナ化の影響によりまして、

海外からの造雪設備の調達に不測の日数を要した

ために繰越しをさせていただきたいという内容で

ございます。以上でございます。 

○分科会長（福田 嗣久） 以上ですか。説明は終わ

りました。 

 質疑は、委員の皆様、ございませんか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 当然、９月の補正ですから、

このシーズンは間に合うと、このシーズンのために

使うということで補正をしたと思うんですが、調達

できなかったから、じゃあ、このシーズンは全然も

う役に立たずというか、できないというか、もう来

シーズンに向けてということになるんですね。 

○分科会長（福田 嗣久） 谷口課長。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 当初からシーズンの終

了間際にぎりぎり間に合ったらというようなこと

を予測をしてたんですけれども、結局そこも間に合

わず、結果といたしまして、来シーズン以降での活

用ということになります。 

○分科会長（福田 嗣久） どうぞ、岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） ちょっと確認です、簡単にし

ますので。 

 まず、参考のために、このスキーの除雪、除雪じ

ゃない、造るほうですね、の機械ってどこから入れ

る、どこの国からとか、導入先が、たしか聞いてた

かも分からないんですけど、どこに設置されるかと

いうのは。 

○分科会長（福田 嗣久） 谷口課長。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 調達先はカナダのメー

カーだというふうに伺ってまして、中国を経由して

日本に入ってくる予定だったんですけど、その船便

が遅れてるということでございます。設置先は、ア

ップかんなべのスキー場での設置を想定いたして

います。 

○委員（岡本 昭治） はい、分かりました。ありが

とうございました。 

○分科会長（福田 嗣久） ほかの委員の皆さん、よ

ろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（福田 嗣久） それじゃ、質疑を打ち切

ります。 

 討論はございませんね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（福田 嗣久） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（福田 嗣久） ご異議なしと認めます。

よって、第５１号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定をいたしました。 

 続いて、第５２号議案、令和３年度豊岡市一般会

計補正予算（第２号）を議題といたします。 

 当局の説明は、所管事項に係る部分について、歳

出、歳入の順に説明をお願いいたします。 

 それじゃ、大交流課、谷口課長。 



 2 

○大交流課長（谷口 雄彦） 議案書の１７ページを

お開きいただけますでしょうか。（「ちょっと待っ

てください」と呼ぶ者あり）はい。（「それじゃ、

どうぞ」と呼ぶ者あり） 

 観光事業費といたしまして３，０５０万円の予算

を計上させていただいてございます。内訳につきま

しては、業務委託料、広告宣伝業務といたしまして

２４２万円、それから補助金、但馬地域宿泊促進事

業費として２，８０８万円の予算を計上させていた

だいてございます。これまで、国のＧｏＴｏトラベ

ルキャンペーンが再開されるまでということで、３

月７日までＳＴＡＹ豊岡＋（プラス）という形で市

民の同居家族に限った市内の宿泊の促進事業をさ

せていただいてございました。 

 我々といたしましては、緊急事態宣言が解除され

るに伴って、ＧｏＴｏトラベルキャンペーンも再開

されるんではないかという期待を持っていたんで

すけれども、３月７日以降、首都圏での解除は凍結

されたまま、さらにＧｏＴｏトラベルも凍結された

ままということで時間が経過いたしまして、今回、

首都圏の緊急事態宣言も解除されたわけですけど

も、国のＧｏＴｏトラベルキャンペーン再開は、聞

くところによりますと、早くてもゴールデンウイー

ク明けになるだろうというふうに言われておりま

す。一方、城崎温泉を中心とした宿泊業のほうに調

査をしたり、ヒアリングいたしますと、もともと４

月、５月というのは閑散期でお客さんが少ない上に、

２０１９年、一昨年と比較をして、相当予約の入り

方が悪いというような状況でございます。そうした

ことから、ＧｏＴｏトラベルキャンペーンの再開ま

での下支えと、観光業を下支えするという施策を改

めてＳＴＡＹ豊岡という形で再開をさせていただ

きたいと、この場合、対象者につきましては、比較

的感染リスクの低いというところで、但馬地域に拡

大させていただいた上で、同居の家族ということに

縛った中で宿泊料金５，０００円以上１万円未満の

方につきましては３，０００円、１万円以上につき

ましては５，０００円の補助をさせていただくとい

う内容になってございます。以上でございます。 

○分科会長（福田 嗣久） 説明は終わりました。 

 質疑はどうですか。 

○委員（椿野 仁司） 今いいか。谷口課長が言った

のは……。 

○分科会長（福田 嗣久） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） あ、ごめんなさい。明細があ

ったの、詳細なのがあったけど、それどこ行ってし

まった。 

○分科会長（福田 嗣久） これ、ちゃうか。 

○委員（椿野 仁司） どれだったっけ。それ出して

ほしい、出して。 

○分科会長（福田 嗣久） ちょっと待ってよ。 

○委員（椿野 仁司） ごめんごめん、ああ、出てき

た出てきた。 

○分科会長（福田 嗣久） どうぞ、椿野委員。それ

でよろしいか。それだな。 

○委員（椿野 仁司） これだね。 

 １つだけ。１つだけというか、補助額の中で括弧

がスキー場周辺地域宿泊割引支援事業と、これは県

の事業が２，０００円だったかな、何かこれはまだ

続いてるということで、スキー場周辺の地域は５，

０００円じゃなくて３，０００円っていうことにな

るんですよね。これって、兵庫県のやつはいつまで、

４月３０日までということは、４月の３０日以降は、

じゃあ、同じ補助額は、対象は同じことになるんで

すね、確認です。 

○分科会長（福田 嗣久） 谷口課長。 

○大交流課長（谷口 雄彦） ご指摘のとおり、県の

スキー場周辺への支援策といたしまして、４月３０

日までそれぞれ２，０００円の補助がありますので、

それを活用しつつ、トータルとして同額の補助がで

きるようにということで、４月３０日までの限定、

さらに神鍋周辺地域限定ということで額の差を設

けてございますが、５月１日以降は同額にさせてい

ただくことといたしてございます。 

○分科会長（福田 嗣久） 椿野委員、よろしいか。 

 どうぞ。 

○委員（椿野 仁司） 補助対象者っていうことで、

ここは但馬地域に居住している方ってってなんだ
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けど、さっきは、谷口君のほうからは同居の家族と

いうことをたしか今、言いなったと思うんだけど、

同居の家族ってどこに書いてあるのかなと。同居の

家族ってどこに書いてある。 

○分科会長（福田 嗣久） 谷口課長。 

○大交流課長（谷口 雄彦） すみません、配付させ

ていただいた資料にそこまでちょっと厳密には書

いておりませんけれども、運用のところで、リスク

を抑えるという意味で同居の家族に限定をしたい

というふうに考えてございます。 

○委員（椿野 仁司） はい、分かりました。 

○分科会長（福田 嗣久） ほかの委員の皆さんはど

うですか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 今の続きのような話なんだけ

ど、補助対象、但馬に住んどる同居家族、但馬って

いうのは比較的コロナの影響が小さいという表現

になっておるんだけど、この１月、２月、あるいは

３月、豊岡市の発生率っていうのは、ある意味では

非常に高いと思うんですね。低いのは養父市と、ま

あ、美方郡ぐらいなもんで、豊岡市と朝来市はそん

な低いとは言い切れないと思うんだけど、大丈夫で

すか。 

○分科会長（福田 嗣久） 谷口課長。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 同居の家族ということ

で、常日頃一緒に生活されていらっしゃる方々に限

定をして補助させていただくことにしております

ので、一概に豊岡で発生率が高いからということと

は直接的には影響、直接的にはといいますか、そこ

はその同居の家族と縛るところによってある程度

リスクを軽減できるんじゃないかというふうに考

えておりますけれども、一方で、国のＧｏＴｏトラ

ベルキャンペーンの再開の状況と、地域ではウイル

ス感染の状況も踏まえた上で、途中でやめたりとい

うことも当然視野に入れながら運用したいという

ふうに考えてございます。 

○委員（村岡 峰男） はいはい、いいです。 

○分科会長（福田 嗣久） 村岡委員、よろしいか。 

○委員（村岡 峰男） はい。 

○分科会長（福田 嗣久） ほかの委員の皆さんは、

よろしいか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（福田 嗣久） それじゃ、質疑を打ち切

ります。 

 討論はありませんね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（福田 嗣久） お諮りいたします。本案

は、原案のとおり、可決すべきものと決定してご異

議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（福田 嗣久） ご異議なしと認めます。

よって、第５２号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定をいたしました。 

 以上で当分科会に分担されました議案の審査は

終了でございます。 

 この際、当局の皆さんから発言はございませんね。

（「ございません」と呼ぶ者あり） 

 特にないようでしたら、当局の皆さんはここで退

席してください。ご苦労さまでした。 

 ちょっと委員の皆さん、もうしばらく。 

 それでは、本日審査いたしました第５１号議案、

令和２年度豊岡市一般会計補正予算（第２７号）と

第５２号議案、令和３年度豊岡市一般会計補正予算

（第２号）について、分科会審査における意見・要

望について、ご発言があればお願いします。なけれ

ば結構です。よろしいか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（福田 嗣久） それじゃ、ないようでご

ざいますので、それは付記しませんので、よろしく

お願いをいたします。 

 それじゃ、その他委員の皆さんから何か、特別ご

ざいませんね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（福田 嗣久） それじゃ、以上をもちま

して建設経済分科会を閉会といたします。大変ご苦

労さまでございました。 

午前１１時５３分閉会 

──────────────────── 


